
 

               

 

和歌山市出身のガラス造形作家 

西中
にしなか

 千人
ゆ き と

 氏からの作品の寄贈について 

 

 和歌山市出身のガラス造形作家で、ガラス創作３０年の節目を迎えられた西中 千人

氏が市長室を訪れ、本市に作品を寄贈されます。 

 

１ 日  時  令和元年９月２５日（水）午後４時から 

 

２ 場  所  和歌山市役所本庁舎４階 市長室 

 

３ 訪 問 者  西中 千人 氏 はじめ 関係者 

 

４ 寄贈作品  「呼
よび

継
つぎ

香炉
こ う ろ

『東雲
しののめ

』」 

 

５ 次  第  （１）西中氏の紹介 

（２）西中氏から 作品の寄贈 

（３）市長から 感謝状の贈呈及び謝辞 

（４）歓談及び記念撮影 

 

６ 西中 千人氏 略歴 

 昭和３９年和歌山市に生まれ、県立桐蔭高等学校を

卒業。星薬科大学在学中にガラスと出会い、カリフォ

ルニア芸術大学でガラスアートと彫刻を学ぶ。平成２

０年度和歌山市文化奨励賞ほか多数受賞。 

自身で作った器を壊してガラス片を継ぎ合わせ創

作する「呼
よび

継
つぎ

」やガラスによる枯山水庭園など、日本

の伝統美から新たな美を生み出す独創的な作風が、国

内外で高く評価されています。 
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「呼
よび

継
つぎ

香炉
こうろ

『東雲
しののめ
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